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６年生を送る会 
３月２日（木）の１・２時間目に、全校児童・教職員で「６年生を送る会」を行いまし

た。当日は、日頃お世話になっている地域の皆様や保護者の皆様がお出でくださいました。 

児童会の「はじめの言葉」の後、１年生からは、「手作りプレゼント」と合唱・合奏をお

くりました。２年生からは、手作りメッセージと合唱おくりました。３年生からは、合唱・

合奏をおくりました。４年生からは、自作劇と合奏をおくりました。５年生からは、合奏を

おくりました。先生からは、毎朝練習してきた合唱をおくりました。いっしょに口ずさんで

くれている６年生もいました。お礼として、６年生からは、「風に

のって」の合奏がありました。その後、思い出ベスト３の発表があ

りました。第３位は「お別れ遠足」、第２位は「運動会」、第１位

は「修学旅行」でした。やはり、家族と離れて一泊する修学旅行

は、１位なんだと思いました。最後に、「友達だから」を全校児童

が一つになって合唱して、「６年生を送る会」を終わりました。地

域の皆様や保護者の皆様と、楽しいひと時を過ごせました。 

なお、この「６年生を送る会」を行うにあたり、５年生の皆さん

が会場準備や各学年の発表準備・後片付けをがんばってくれまし

た。５年生の皆さん、ご苦労様でした。ありがとうございました。 

詳しくは、福島小学校ホームページに載せています。そちらをご覧ください。 
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６年生 お別れ遠足 

 ２月２３日（木）に、ＵＳＪへ南海・ＪＲを乗り継いで、６年生のお別れ遠足に行ってきま

した。前日の夜の８時半頃に和歌山市に暴風警報が発令されたため、遠足当日に警報が継続し

ている時は延期もありうるというメールを６年保護者に送る事態となりました。 

朝目覚めてみると、明け方の４時半頃に警報が解除されており、当日決行することができ

ました。雨も、学校から紀ノ川駅に行く時くらいしか降っておらず、子ども達はＵＳＪの中

を傘もささずに走り回って移動することができていました。パーク内で見かけるたびに、め

がねなどの飾りが増え、お土産などの手荷物が増えている子もいました。また、お昼ご飯を

食べたかを聞くと、「お肉を食べた」「チュロスだけ」「食べてない」と答えていました。５時

間ほどの滞在でしたが、お土産をたくさん買い楽しく過ごすことができていたようでした。

だから、思い出ベスト３の第３位になったんだと思いました。 

近年、バス代と入場料の高騰により、ＵＳＪに行かないでマリーナシティーなどの近場に

行く学校や、お別れ遠足自体を実施しない学校も増えてきています。来年度以降もＵＳＪに

行くことになるかは分かりませんが、小学校での思い出をたくさん作っていってほしいと思

います。 

校長室だより最終号 

今年度の校長室だよりは、例年より出張が多かったためこの号で１１号でした。しかし、

この３年間で３８回校長室だよりを出して、子ども達の学校での様子の一端を紹介してきま

した。学年により偏りがあったかもしれませんが、ご容赦願いたいと思います。 

最後に、子どもは、いやなことから逃れたり隠そうとしたりすることがあります。本年度

「学校だより９月号」では、①親に対する顔（家庭）、②先生に対する顔（学校）、③友達に

対する顔（遊び）を紹介しましたが、他の顔もあるかもしれません。しかし、どれか一つが

本当の顔と言うのではなく、どれもが本当の顔です。可能な限り担任や他の保護者の方と連

携をとりながら、子どもに対する見方を広げていってほしいと思います。 

本号をもって最終号とさせていただきます。ご愛読、ありがとうございました。 嶋本 


